2　説話　 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わ),和)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(か),歌)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(い),威)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とく),徳)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もの),物)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(がたり),語)　小宰相に贈られた恋文　着眼点　文法　復習②　助動詞の復習①　未然形接続
 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こ),小)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さい),宰)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しょう),相)という女房は、 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たいらの),平)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みち),通)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もり),盛)に求婚され続けていたが、小宰相の主人である女院もうすうすそのことを知っていた。ある日、小宰相は通盛からの手紙を受け取り、それを女院の前に落としてしまった。
女院、やがて eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おん),御)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぞ),衣)の御袖に押し隠さⓐせ給ひて、「この主は誰なるらん。①返さばや」と仰せⓑられければ、御前の女房たち、神かけて知らざるよしを申すに、この小宰相、顔うち赤めて、さしうつぶき、②つやつやものをも申されざりければ、女院、内々きこしめされしこともありと思し召しあはさⓒれて、やがて開き御覧じければ、「なかなか人の心強きも、今はかへりてうれしくこそ」など言葉を尽くして、奥に、
　わが恋はほそ谷川のまろ木ばしふみかへさⓓれてぬるる袖かな
歌の姿、 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いう),優)に丈高く、あはれも深く見えしかば、女院、③そぞろに御袖を絞らせ給ひて、「かかる㋐やさしき歌の返し、④いかでかなくてあるべき。苦しからⓔぬことぞ」とて、御みづから御返しあそばされけり。
　ただ㋑頼めほそ谷川のまろ木橋ふみかへしては落ちざらⓕめやは
とあそばして、歌のあまりにあはれに思し召すまま、 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ご),御)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くわん),勧)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じやう),賞)に「小宰相の局を下す」とぞ仰せなりける。
語注

丈高く＝格調高く。

御勧賞＝ほうび。

問一　下段「内容わしづかみ」の空欄に本文中の語句を書き入れよ。

手紙を拾ったが、［　　　　］その［　　　］を探したところ、小宰相だけが恥ずかしがった。女院が中を見［　　　］ると、の思いをこめた優雅な歌があった。女院は小宰相の代わりにその［　　　　　　　　］をし、小宰相と通盛を結婚させた。
問二　［語句］　波線部㋐・㋑の意味を答えよ（終止形でよい）。　〈4点×2〉
㋐［　　　　　］㋑［　　　　　］
問三　　［文法］　二重線部ⓐ～ⓕの文法的意味を答えよ。　〈1点×6〉
ⓐ［　　　］ⓑ［　　　］ⓒ［　　　］
ⓓ［　　　］ⓔ［　　　］ⓕ［　　　］
問四　［チェック問題］　助動詞の復習①　未然形接続

　次の傍線部の助動詞の文法的意味を答えよ。　〈1点×5〉

１　なほいみじうめでたきことはたぐひあらじとおぼえたり。　（枕草子）

２　何によりてか目を喜ばしむる。　（方丈記）

３　続きの見まほしくおぼゆれど、…　（更級日記）

４　かばかりの詩を作りたらましかば、…　（大鏡）

５　いかにしてか近づかむずる。　（沙石集）

１［　　　］２［　　　］３［　　　］

４［　　　］５［　　　］

問五　［内容］　傍線部①・④を現代語訳せよ。　〈4点×2〉

①［　　　　　　　　　　　　　　　］

④［　　　　　　　　　　　　　　　］

問六　［読解］　傍線部②は、小宰相のどのような様子を表しているか。三十字以内で答えよ。　〈12点〉

問七　［内容］　「わが恋は」の歌について、掛詞を抜き出し、何と何が掛けられているかを答えよ。　〈4点〉

掛詞［　　　　　］　［　　　　　］と［　　　　　］

問八　［読解］　傍線部③における女院の心情の説明として最も適当なものを選べ。　〈7点〉

ア　宮仕えをしている小宰相と結婚したいという通盛の願いは、決して叶えられないことなので、つらいと思っている。

イ　通盛が送ってきた手紙を見て、やがて小宰相が結婚のために自分のもとから去ることを確信し、寂しく感じている。

ウ　小宰相から通盛の優れた和歌を見せられて、通盛が小宰相の結婚相手としてふさわしいとわかり、うれしくなっている。

エ　通盛からの手紙には、小宰相への思いがすばらしい和歌に託されて切々と詠まれていたので、それに感激している。

【解答】
問一　女院　主　恋　歌の返し
問二　㋐＝優雅だ　㋑＝頼みにする・あてにする　〈4点×2〉
問三　ⓐ＝尊敬　ⓑ＝尊敬　ⓒ＝自発　〈1点×6〉
ⓓ＝受身　ⓔ＝打消　ⓕ＝推量
問四　１＝打消推量　２＝使役　３＝願望　〈1点×5〉

４＝反実仮想　５＝意志

問五　①＝返したい　〈4点×2〉

④＝どうしてなくてよいことがあろうか、いや、よくない。

問六　自分にあてた手紙であることを、恥ずかしくて言い出せない様子。（30字）〈12点〉

問七　掛詞＝ふみ／「踏み」と「文」　〈4点〉

［別解］掛詞＝ふみかへす／「文返す」と「踏み返す」

問八　エ　〈7点〉
【補充問題】

問１　「神かけて知らざるよし」（２行目）とは、具体的にはどういうことか。二十字以内で答えよ。

問２　「小宰相、顔うち赤めて、さしうつぶき」（２行目）とあるが、これを見た女院はどのようなことに気づいたのか。最も適当なものを選べ。

ア　手紙の持ち主が、求婚されていると聞いたことがある小宰相であるということ。

イ  小宰相が、手紙の内容を知っているのに知らないふりをしているということ。

ウ  小宰相が誰かに書いた恋文であるために、申し出ることができないということ。

エ  手紙の内容が周囲に知られるように、わざと小宰相が落としたということ。

問３　「なかなか〜うれしくこそ」（４行目）は誰の言葉か。最も適当なものを選べ。
ア　小宰相

イ　女院

ウ　通盛

エ　女房たち

問４　「ただ頼め…」の歌で、女院は、通盛にどのようなことを伝えようとしているのか。最も適当なものを選べ。

ア  通盛の小宰相への求婚が、決して成就しないということ。

イ  小宰相が、実は通盛に対して好意を抱いているということ。

ウ　小宰相と通盛が、今後結婚することができるということ。

エ  通盛と小宰相の結婚は、将来うまくいかなくなるということ。

【補充問題解答】

問１　手紙の持ち主を全く知らないということ。（19字）
問２　ア
問３　ウ
問４　ウ

